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目的T ルミニウÅ% 物はf くの場合 ，耐を性ヤ耐摩耗 性を向j＝｡･ぎ-d:?>ため。殤極蔽'f乙

処理 が`なされている。日孝蜀 などI* 乃れが蕗ち肖<  い^ 合 たわL で吸くこするこil が多く，
このためフjレマ^ 卜瓜膜が摩瓦 すｉ こt があ る。アルミーウÅ の爆極酸化友膜の耐摩極性

は処理条件によって裏なり. 摩葬執政の方孤によっ ても評価*- 熹なることヵぐ知られ,x ヽ ヽる,

摩孤試疲の剰え或はフエs un  ず咸免官托 を砂落し試験弧などヵぐある*"，本研乱でば, %

用的なデータを得る目的で，一統l= 梗用ざれてぃるたわし訓t つて紬験%.行っ た.

方茲　試政 和よ7 1 わ 陶 の？ ルミニウÅ裁C/ 岬X  /押x /Sn。)を用vヽ ,   吻極報仏処理の
'fe僻爽･衣蔵蔵 としゅう残 刻吏用し恥n の甕なろ吽猿頻を用恚した。アルマイトSi膜 の厚ぎ

はJヽ゚－マス:a ー■7° ( 渦t,曳 測j^ 乳) で, 厭 さは軋h  ビッカ ース政 度肘で渕吏した。薄 託絨

験磯 副研溥磯 が スクサンr ー＆叱^ し. 上砂 にナイロン不繊寿 なピ岸 狐むi. 図^ し, 分

制ド より荷-i し, 乾燥吠旭，t ̂よ&･支･* り水 を流した朗

遠試映，え匈あらざの測乞・ ど 訓^ つ だ。

胎貳 試政庁が嗅ﾉ零と硬ざ(  刳Siit 政雄硲 のk:J 声印.B;x り･出t3 ㈹.C  硬t アルマ4

ト;50汽H マ4陶 ，iゆう蔵μ･のD;jぴ(Hir祠, 石:ま処理 び(一八“あっ た。荷重3  邸，刄琉し条締

t 試 験し伍幼 気，摩耗珊 曼は肪ﾒ沁oり/^, ち:叙？ μ,.a  5，柘 ，。か://州綸ヽ,E;j3ｸ叫/^。こ。
でゑ処残 庁が最 大であっ れ，布概｡ い勘 μ 雄<t 値‘の丸きい ≫ と溥 柘量が少なく, 咸 雙隻

眼 では未処飛 酋り約X 。 であっ 瓦 黛托. 友膜が 露く硬 さ･の測危のでぎなめっ たA の厚拓
* ヵヽ '比救助 少なめワたのば。瓦膜ヵ俑

A t55　　 調 理lv  よa  ゑり レ ン単yつカ■a 4-  )   イド の 変七
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ｇ 的　 木 ウ レ フ草 ″）ヵa'  手 ノ イ ト は 主X.     ＼j ｔ /i’ヵ ゜テ ゛
ノ　

ルT    ィ 乙　 ど` 才 う キ す ンナ 弓

タ^ V  ^ ン 手 こﾉが 含 ま 恥 七 いh 。 こ μ ら<O 力 口 手 ﾊﾞｲﾄ ヽ<o 調 理I-  よ る 友 化 に っv>-C 検 討 色

行 な っ れ。

方 誠　 ふ ウV    > 草^  3  介f剔ID  介 関 節 重 衣i;  の^　 又 聊 － ／70"  ら　2  OP －7.-2.0 "ﾝ 乙･■ 2 介 問

妙 めr ゛も り 匹 っ ゛ 柏　 イ゛ ト フ ーi －T  ’レ抽 出 ら 和 和 腸 眸 々 り 登 有 メ タ-  )-    ゙  ゙ ’ ワ ゜a

づl, ル' と 除 去 し ペ カV  チ ノ イ ＼ヽ ' を ヘ キ 寸ﾆｰ 昶 へ彩 行 ！ 町　 水 洗
丿

凛丿庫V,    担 葵 む レｔ ゾ' 'I'

バい1  7 八 〇、D､ｓ､と 哨v^  て 悲 相 あ 速 波 体､クロ ー・1-7" ラ フV-    乞行 な こ）‰ 利 勧la  ､才 や1  ・-ﾌ

い レÅ い ふ タ ヅ ヘ そ-ir ツ ／ メ タ>  ー<レｊ　戸 カa  テ-y  に ＼t 3D χ ヘ キ サ ン ／ 火9J －･/ 瓦 暇 レ＼

re。 溶 灯 力= 今 ノ うl-" の ふ 区 かi4 吸 咆 久 ペ ク ド レ によ ｊ てIS) 瓦 石　 クb   マ ト グ 7   A   ごり ≫i

積?i  に 斐 っ-t. 兪 量 亀薄 出 り 靫 。

妨-*　/3 - ヵ ゚ テ こ　･ レテ4     - ̂は 調 理 条 糖 に 関 値 な く 妨20  %  ,　限 が･/O %    り 謙 少 小' 誕 ）ら か

孜。 び ダ ラ 千 寸 ゜ 十 ソ 才s  介 明 茄 でヽ r<:場 を に は助30  が 贈 加 しﾉ、 陣 脊 関 で は51  %    Vk 下I'  諏 か

し 扨。 炒 め 散;t| 合Is  1* /釦-  /70 "c t' ＼-i ぶv％。2H) －ii がo     T" は タド;n  謹Tip を示 ＼j   久。 ぶ誹 キ サ

に か ソ は 拓 や 孜 璃 今I'  rt  ヽt" れ"  ̂気 什i-~ 3,‥･-L  右/〃%  識 少 ら 炒 め れ 場 仏I に ふ／Co-ﾉft Vリホ

3D  %　zpe －2λダc  で･＼才加% の増 力 乞 爪 レ れ。 木7 レ ン 草<o  絹 理 り

場 剣　 叉島 渠 や 絃 め た 場 蚕1 之a  カロ テ・ の 酸 よ 吻x･ 勿ヽ3  ピ’リ1   々 -^ ニキ こ 濃 オ 守t ニ チ

２ 事 砂 をtL  iﾉ、 こ れ ら キ 曹--ﾆ-V フ りI/  り 酸 にIx    わ て 宋差 ㈲ タ 皇 隻 な 炎 心 人 乗 の ／きづ む テ

乙t  ^- & -曹 度 構 痩i.  μ い


